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縁導めに

　海洋や湖沼1ζお糖て微小な雛物プランクトンが菰範麟

に、かつ高嚇度で分布していることが扮70年代のは

じめから報告されていた．琵鷲湖においては、1989

年7月に植物プランクトン数（10μ鼠以上）が少ないにもか

かわらず、透明度の低下、クロロフィ隔濃度の増加等が

起こり、落射蛍光顕微鏡で綾察した結果、光合成色

素を有する大壽さが…露露種度の搬小な薮藻（以下

窪●コプラン外ン∫と塾う》の員鴬増確であることが確認

された・この生物が水中生態系の一次生産を考えあ

上で大きな役割をはたしていると考えられた。

　そこで我々は、まず基礎的なピ諏プ3ン外ン等の計

数方法等を確立する事から研究を開始した．なお、

この研究は、平成4～8年度に環境庁水質傑全局の

委託を受紗て欝った研宛域果の一部を破りまとめ

たものである．

　実験には、叢にニコン製オプチフォト生物顕微鏡と落射

蛍光装匿εFPA2を使用した．検討には、励起光の主

要波長が4働5臨、励起フィ砂一がEX450～490、ダイクOイ”

ミラーはD瓢510、吸収フ轟外はBA520の3勘起（32）および

励起光の滋要波長546鳳皿、勘起フィ砂一が猷5董0～560・

ダイク霧イワタミラー荘よ3鍾580、吸収7イ寿ターは8轟59Cの6励起を

用裕た．

緒渠および考蟻

　ピコプラン外ン計数法は、試料をろ過し、ろ紙上の

細胞を落射蛍光顕微鏡によって計数するという従1

来から用いられてきた方法（以下「る過法」とい

う〉と、今濯、短時腿に欝数ができる方法として

考案した検鏡プレ・爽セ蝦彊デ魂縫虹製：槻一！S7＞を思

いた方法（以下「プレ峠法」という〉とについて比

較検討を費った9

　ろ過法について、様々な条件下でピコプラン外ンの

計数を試みた。琵琶湖水を用いて検肘した結果、

フィ砂一孔径が0．2～0．6μ鵬の場合に安定した債が得

られ、韮一20羅韮のろ過黛でその水」吐にかかわらず厳

纏一建の儀となった。次に、7轟外上に擦捉されな

ピコプ3ンクトンの分布状況にっいては頭微鏡一視野中

に鱒細胞以上存姦する試料であれば、偏った分布

は認められなかった．また、吸引圧力についての

検討では、50働肚Kgより弱いカで吸引する必要があ

ると考えられた。

　次搭、助起フ轟外の種娯について検蝕した紬果で

は、G励起条件下で強い輝機色を示す封プ（P帥イプ

　フィコ1リスリンを主に含有）ヒ深赤色を示すタィプ（PCタィ

プ：フィコシアニンセ主に含有）とに分けられたが、B励起

条件下では両者の匿珊が難しく、明確に匿勝でき

るG励起のほうが長浮な結渠が得られた●§勘起と

G赫起を溺いてピコプラン外ンの針数誤差の検討を行っ

丸鰭果、その変動鎌数は岡助起共に10％以下であ

ったが、輝度が強いG励起のほうがやや変動係数が

小さく、比較的安定してゼコプラン外ンが計敗できる

ことが確認された．

　フ●む一ト法書i3：、　検鏡フ●シートの蘭激鶴試料を壊珍逆』1ま

ぜ、このプレートを落射蛍光鎖激鏡で各窓中のピ2プラ

”トン細胞数を、倍宰100～400倦で、累齢で200～400

織胞数になるまで計数する方法である。

　励起波長についての検討綾果は、B励起よりG肋

起を用いた方が齢数が容易であり良い繕果が得ら

れた。

　プシート法（G勘起）による漏驚は、ろ邊法による測

忠値より約20％艇度高くなる緩向が諺められたが、

測定鐘の焚動係数は阿法とも10％以下であり、概

ね同尊に計数が可鮨であった◎プレート法の長所とし

ては次のことが考えられた．

①1検体当りのコ卦が低い．

㊨真蜘ギンプやろ遇器等4》毅黛が不萎であるo

③計数のための翻処理が不饗であ疹、勢プ勢ダ

　後、颪ぐ齢敗が可能である蓼

④針数の処理時闇が10．細胞数！劇以Lのピコプラ

　ン外ン細胞密度が予測できる場舎には、ろ過法

　に地ぺ約1／5以下に燈縮できる．

　一一方、ろ遜法砂長海として緯紹慰窟度が少ない

水域でも、試水のろ過薫を綴鎮することにより測

定が可能であることが挙げられた．

　以上のような理由から、多くの検体敗を短時間

で烈理しなければならない場合や、ピコプランクトンが

多く分布する湖沼などでは、プレート法が非常に有効

であると考えられた．
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